


















































































































































































































1 6 ÷ 3
〉ヽ.ノヽ.ノヽノヽ･
O
C ÷3というところが大切で,3こずつ分
けるということです｡
T そうですね｡大切なのは,15や16で
はなくて,÷3というところですねoよ
く気がつきましたね｡
④あまりのあるわり算の答えの求め方を
話し合う｡
◎16÷3の場合も,15÷3と同様に
3の段の九九を使って答えを求められ
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7- 16÷3の答えは,おはじきを使うと
求められるけども,おはじきを使わな
いで求めるにはどうしたらいいのでし
ょうか｡
C かけ算を使えばいいです｡
C ロを使ったかけ算を使います｡
C 15÷3=口の答えは,3×ロ=15
でロは三五15だから5です0
16÷3も同じように考えると,答え
は5あまり1ですo
C つけたします｡口の中にあてはめてい
くと,
3×4=12･･･まだ分けられる｡
3×5=15･･･1こあまる｡
3×6=18･･･16をこえるO
だから,三五15で,5あまり1です.
T 三の段の九九を使うと,あまりのある
わり算も答えが求められますね｡
(あまりの書き方を知らせる)
16÷3の答えは5あまり1で,
16÷3=5･･･1
と書きますO
(上記の式を鼎坂に板書し,ノートに書
かせる)
⑤練習問題をし,本時のまとめをする
◎ ｢17このミカンを3こすつくばり
ます｡何人にあげることができるで
しょう｡｣という練習問題を提示し
て,あまりのあるわり算の意味を深
めるようにする｡
練習間麿
1 7このミカンを3こずつくばりま
すO何人にあげることができるでし
ょう｡
(上記の問題を提示し)
今日勉強したことを使って,この間題を
解きましょう｡
C 式は17÷3で答えは5あまり2です｡
C 17÷3=5･･･2と書きますo
C 同じです｡
T それでは,今日のまとめをします｡
○あまりのあるわり算も,あまりのな
いわり算と同じように考えて,式に
表すことができる｡
○あまりにあるわり算もかけ算九九を
使ってとくことができる｡
○式の書き方は,
16÷3=5･･･1
17÷3=5I･･2
のように書く｡
(上記を頓苦し,ノートに書かせ,本時の
まとめとする)
5.本研究の考察
(1)既習の15÷3の答えを三の段の九九
を使って求めた子どもは,同じように考え
て16÷3の答えを求めることができたO
従って,既習の15÷3と同時に16÷
3も取り上げると,既習の15÷3と関係
づけて16÷3の答えをかけ算九九を使っ
て求めやすくなることが分かった｡
このことから,仮説通り,既習の学習を
取り込んで課題解決学習を展開すれば,歎
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学的な考え方 (割りきれる場合とあまり
のある場合を統合的に考える考え方)杏
伸ばすことができることが分かった｡
(2)既習の15個を3個ずつに分け,そ
の操作をもとに,16個を3個ずつに分
けてあまりのあることに気づいた子ども
紘,既習の操作をもとに,同じ操作に著
目して無理なく16÷3と立式できた｡
従って,先に15÷3と16÷3の答
えをおはじきを操作して求めておくこと
は,操作がともに同じことから,既習の
15÷3と関連づけて16÷3と立式し
やすくなることが分かった｡仮説通り,
操作的括動の場を保障することで餌稚思
考がしやすくなり,割りきれる場合とあ
まりのある場合を統合的に考えることが
できたといえる｡
(平成7年4月28日受理)
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